ダンスの授業における大学生の心理的変容の検討―対人関係に着目して― by 向出 章子 & Shoko MUKAIDE
ダンスの授業における大学生の心理的変容の検討
――対人関係に着目して――
Examination of the Psychological Transformation of University Students 































































































































本授業は，Ａ女子大学教育学科 1 年生 195 名を対象に
行い，質問紙の回答が得られた 187 名を分析対象とした。
（2）実施期間 












































は 2，「まったくあてはまらない」は 1 とする 4 件法で行
い，この数字を得点化した。それぞれの尺度の質問紙調査







表 1 ダンスの授業の目標および内容 

















































































ソーラン節 ソーラン節  日本の民謡に触れる。漁師のイメージで力強く踊る 
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表 2 各尺度の下位尺度および項目・項目内容 






































































187 名の内，授業前では，ダンスが好きな学生は 131 名
（約 70％），ダンスが嫌いな学生は 56 名（約 30％）で，
ダンスが好きな学生の方が多かった。経験の有無は，経
験不明の 2 名を除き，185 名中ダンスの経験がある学生


















表 3 授業前のダンスの好嫌・ダンスの経験の有無 人（％）
ダンスが好き ダンスが嫌い
（n＝131）  （n＝56） 
経験あり 経験なし   経験あり 経験なし
106（81％）  23（18％）   25（45％）  31（55％） 
注）経験不明が 2 名，いずれもダンスが好きである











差は見られなかった（表現力：F（1, 185）＝95. 33, p
＜. 001，他者受容：F（1, 185）＝111. 38, p＜. 001，関
係調整：F（1, 185）＝61. 40, p＜. 001，自己開示・信
頼：F（1, 185）＝53. 29, p＜. 001，深い関与・関心：F 




った（他者受容：F（1, 183）＝7. 23, p＜. 01，深い関







183）＝103. 16, p＜. 001，他者受容：F（1, 183）＝111. 
45, p＜. 001，関係調整：F（1, 183）＝63. 39, p＜. 001，
自己開示・信頼：F（1, 183）＝55. 89, p＜. 001，深い
関与・関心：F（1, 183）＝48. 09, p＜. 001，他者志向




＝14. 48, p＜. 001，自己開示・信頼：F （1, 183）＝3. 89, 








表 5 ダンスが好きな群・嫌いな群の各尺度得点の平均値（標準偏差）の分散分析結果 
ダンスが好きな群 ダンスが嫌いな群 
(n ＝131） (n ＝56）














































































（0.43） n.s. n．s． n.s.
（ ）は標準偏差 ***p＜.001  **p＜.01  *p＜.05
表 6 ダンスの経験がある群・ない群の各尺度得点の平均値（標準偏差）の分散分析結果 
ダンスの経験がある群 ダンスの経験がない群
(n＝130） (n＝55） 




































































































表現力 － 0.42** 0.44** 0.51** 0.32** 0.06 
他者受容 － 0.63** 0.45** 0.48** 0.42** 
関係調整 － 0.43** 0.41** 0.27** 
友人関係測定尺度 
自己開示・信頼 － 0.60** 0.14 
深い関与・関心 － 0.35** 
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